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法政大学出版局　2018年10月10日配本　定価3996円（本体3700円＋税） 四六判上製・330頁
ジェラール・ベンスーサン 著／渡名喜 庸哲、藤岡 俊博 訳 《叢書・ウニベルシタス 1085》

メシア的時間 歴史の時間と生きられた時間 ISBN978-4-588-01085-9 C1310

★ 　到来と期待、失望と忍耐のあいだで反復される人間の生。ユダヤ的伝統の記憶と、近現代の世俗化した歴史哲学
との出会いから生まれた〈メシア的なもの〉の本質とはなにか？　ヘーゲル、シェリングの観念論から、マルクスそし
てモーゼス・ヘスをへてローゼンツヴァイク、ベンヤミンにいたる時間の経験を再考し、進歩主義やユートピアをめ
ぐる宗教の手前にある、われわれの明日の現実を照らし出す。 【哲学・思想】

☆関連書：S.モーゼス『歴史の天使』、S. A. ハンデルマン『救済の解釈学』ほか（小局刊）。

法政大学出版局　2018年11月2日配本　定価3024円（本体2800円＋税） 四六判上製・232頁
中江 秀雄 著 《ものと人間の文化史 182》

鋳物  ISBN978-4-588-21821-7 C0320

★★　銅鐸や鏡、梵鐘や仏像、武器、酒器、貨幣から鉄砲・大砲、橋梁、さらに自動車やジェット機エンジンまで──。古
来から現在にわたり、さまざまな宗教的・実用的用途で人間の活動を支えてきた金属鋳物。長らく鋳造工学の研
究に携わってきた著者が、タタラやコシキに始まる溶解炉や燃料の推移に注目しつつ、日本および世界の鋳物づく
りを技術史の視点から概観する。 【技術史・文化史】

☆関連書：中江秀雄『大砲からみた幕末・明治──近代化と鋳造技術』（小局刊）。

法政大学出版局　2018年10月25日配本　定価6480円（本体6000円＋税） 四六判上製・582頁
リュック・ボルタンスキー 著／小田切 祐詞 訳 《叢書・ウニベルシタス 1086》

胎児の条件 生むことと中絶の社会学 ISBN978-4-588-01086-6 C1330

　中絶に関する議論は合法化だけでは終止符を打つことができない。なぜなら、胎児の条件とは人間の条件だから
である。当事者への綿密なインタビューを行い、社会学を始めとする知とともに、生むことの問題も提起し、人間存
在の社会への参入を司る象徴的な制約を分析する。政治的には合法の中絶を、今後は社会的にも声の届く経験
にするために、文法、物語られる経験、歴史的パースペクティブがここで結び合わされる。【社会科学・哲学･思想】

☆関連書：ビルンバッハー『生命倫理学』、ハーバーマス『人間の将来とバイオエシックス』（以上、小局刊）。

法政大学出版局　2018年10月25日配本　定価4752円（本体4400円＋税） 四六判上製・468頁
ヨハン・ゴットフリート・ヘルダー 著／吉田 達 訳 《叢書・ウニベルシタス 1087》

神 第一版・第二版  スピノザをめぐる対話 ISBN978-4-588-01087-3 C1310

　カントやハーマンに学び、独自の体系を築いた思想家ヘルダーは本書によって、十八世紀ドイツに激震を走らせる
「汎神論論争」に身を投じた──。無神論者として忌み嫌われていたスピノザの哲学を初めて明確に肯定する本
書は、シェリングやヘーゲルをはじめドイツ観念論に計り知れない影響を及ぼすに至る。ヤコービの批判を受けて
増補改訂した第二版をも併載した初の完全訳、ついになる！ 【哲学・思想】

☆関連書：ヘルダー『言語起源論』（講談社学術文庫）、ヤコービ『スピノザの学説に関する書簡』（知泉書館）。


